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〔話題〕 電子顕微鏡談話会について
本学にはじめて電子顕微鏡が設備されたのは昭和26年
で旧病院地下室におかれた。第2号は昭和29年に解剖学
教室(当時は矢作地区で現在の新病院裏側)に設備され
た。プラスチック包埋による超薄切片法によって電顕に
よる細胞の研究論文が Sjostrandによって発表された
のは1953年(昭和28年)である。当時は外国雑誌も自由
にみられず，相当おくれて読むことが出来た Exp.Cell 
Res.等に美しく印刷された細胞の電顕写真はどのよう
にして得られるかということがわからず，論文の方法に
書いてある薬品や機械の代用品がやっと入手されても，
決してその当時の水準に達した写真はとれなかった。現
代風にいえば技術のノーハワがわからなかったのであ
る。昭和30-33年になると東京地区の他大学の電顕をや
っている人たちとの技術交流や講習会もさかんとなり，
電顕写真なるものもいくらかとれるようになった。
昭和30年代の終りから電顕を用いる研究者が多くな
り，本学でも機械使用上の連絡，技術の交流，インフォ
ーマノレな研究発表と討論を目的とした“電子顕微鏡談話
会"なるものが月 1回もたれるようになった。これは研
究方法や技術はなかなか論文に書いてあるように行って
もうまく行かず，目と手でおぼえるのが最も早いという
ことからはじまった。その後に夏と年末には外来のゲス
トの方をお招きして講演をきくことも自然と定期的な催
になった。
したがってこの談話会がいつからはじまったか，はっ
きりしたことはわからない。しかし私が米国でベネット
教授(千葉医学会名誉会員)の所へ留学した時にワシン
トン大学では，毎週末にこのような会がもたれており，
それを輸入したことはたしかである。同時にこの会は大
学院の選択課目として細胞組織学を選択された学生への
カリキュラムの一部として現在まで月 1回開催されてい
る。
昭和53年末に，少くともこの談話会は10年以上すぎた
ということから，ややフォーマノレな会をもっ計画が出来
て，ゲストに東大の石川春律助教授をお招きした。その
時に発表を希望された方が多数おられたが時間の関係で
次の人々が発表された。その内容は以下のごとくであ
る。
昭和53年12月23日(土) 2時.病理示説講堂。 
1.走査型電子顕微鏡によるマウス応の口蓋融合過程
の観察口腔外科国分恒雄 
2. ラットの先天性 aganglionosisの病理組織学的
検討病理(1)堀江弘 
3.鶏腔心臓の走査電子顕微鏡的観察解剖(1 ) 
彰栄達 
4. アカカピ毒のマウス Peyer板に対する影響
活性研病理寺尾清 
5.筋細胞におけるトロポニンの発生解剖 (1) 
嶋田裕 
6. 2， 3のほ乳類の精巣輸出管解剖(2)鈴木二
三枝，永野俊雄 
7. タコ後唾液腺のモノアミンを含む細胞と神経終末
解剖 (2)千葉胤道，夜久有滋 
8. Tri-butyltin oxide (TBTO)経口投与によるラ
ット下垂体の ACTH，TSHおよび gonadtropicH. 
産生細胞の変化について 病理(1)舟橋紀男 
9.アミロイド沈着による腎障害病理(2)宮原行
雄，松井一篤，重松秀一 
10. ラット慢性腎炎における Podocyteの変化，走査
電顕による観察病理 (2)滝沢淳，近藤洋一郎
招待講演:細胞内線維構造の分布と機能東大解剖
石川春律
昭和55年には医学部における電子顕微鏡は再び第 1号
機があった近くの旧病院地下に移されることになり，ま
た新しい歴史が作られると思う。
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